
西成区こども生活・まなびサポート事業

令和６年度の取組内容

1

サポートが必要な児童生徒に対して、寄り添い型の支援（遅刻・不登校の対応、

学習姿勢を向上させるための支援等）を行い、学びの場への定着につなげます。
目的

①学習姿勢を向上させるための支援
・幼稚園・保育所等と小学校のギャップから授業に集中できない児童に

寄り添い支援を行い、学習に向かう姿勢の定着を図ります。

②登校支援・訪問支援
・電話・家庭訪問などにより児童生徒の登校を促します。また、家から出にくい児童生徒に対して、
自宅に訪問し、学習支援、相談対応などを行います。

③居場所支援

・学校内で教室以外に登校できる居場所（別室登校）を確保し、見守りを行います。

①学習姿勢向上：区内全10小学校に1名ずつ計10名を配置。ボランティアも配置します。

②登校支援・訪問支援：区内16小中学校に1名ずつ計16名を配置します。

③居場所支援：区内1中学校に１名を配置します。

サポーター等の配置

令和６予算額 147,859千円

資料１別紙



外国につながる児童生徒の学習言語定着支援事業

令和６年度の取組内容

2

日本語で日常会話はできるが、学力に課題がある児童生徒を対象に、母国の学校

では教わっていない内容や、日本語習得中に授業を受けたため十分に理解できてい

なかった内容などの補習を行うために放課後学習を実施します。

教科学習を通した日本語指導を行うことにより、学習に使う日本語（学習言語）の定

着と学力の向上につなげます。

目的

・対象者 西成区の小中学校に在学する小学校４年生～中学校３年生の帰国・
来日等により学力に課題がある児童生徒で、日本語で日常会話ができ
る児童生徒。

・実施方法 区内の小中学校のうち２ヶ所（岸里小学校、鶴見橋中学校）で通所型の
課外学習を実施します。

・実施内容 児童生徒３名程度に対して講師を１名配置し、個別の学習指導を行います。

令和６予算額 9,934千円



学力分析に基づく演習を活用した苦手分野克服事業

令和６年度の取組内容

3

区内全中学校で、模擬テストを通じて、生徒個々人の苦手とする分野を分析し、

また、苦手分野に応じた演習問題での反復演習をすることで、学力の向上を図

ります。

目的

・事業対象 区内中学校に在籍する中学生
・実施内容 5教科（国語・数学・英語・社会・理科）の模擬テストの作成、テストの採点・分析、

苦手分野の反復演習用問題の作成を、事業者に委託します。
各学校では、模擬テストの実施と苦手分野の反復演習を行います。

①模擬テスト ②採点・分析 ③演習 学力向上

事業の流れ

令和６予算額 7,533千円



学力向上に向けた取組み

令和６年度の取組内容

4

目的

区内小学校5・6年生及び中

学生を対象として、塾等の民
間事業者による発展的な学
習内容の通所型の課外学習
を実施します。

家庭の経済状況に関わらず

本人が志望する水準の高校へ
の進学ができるように、
学習機会を提供し、更なる
学力向上をめざします。

令和６年度の取組内容

目的

区内小学校5・6年生及び中

学生を対象に、塾等の民間
事業者による学校校舎等の
公共施設を活用した課外授
業を実施。習い事・塾代助成
カードのみで受講可能。

西成区の教育環境を充実さ
せるため、課外授業を行い、
基礎学力アップと
居場所づくりをめざします。

令和６年度の取組内容

目的

区内小学校3・4年生を対象に、

平日の放課後、夏休み・冬休
みに塾等の民間事業者によ
る課外授業を実施。

一人ひとりの学力に応じた指
導を行います。

家庭環境に左右されることな
く学習できる機会を提供し、
基礎学力の向上と
学習習慣の定着をめざします。

小学校３・４年生

基礎学力向上支援事業
(西成ジャガピースクール)

小学校５年生～中学校３年生

基礎学力アップ事業
(西成まなび塾)

小学校５年生～中学校３年生

発展型学習支援事業
(西成ジャガピースクールアドバンス)

令和６予算額 8,332千円 令和６予算額 251千円 令和６予算額 16,293千円



チャレンジ・再チャレンジの取組事例について

就労体験

○あいりん地域環境整備事業での就労体験

（自転車整理やゴミの仕分け作業の短時間の就労体験）

○イベントでの物販（ミックスジュース、フランクフルト販売）

○弁当等の調理・飲食店の接客（ヨリドコキッチン）

（弁当）調理・販売・配達を行う、自炊訓練も兼ねた就労体験

（店舗）昼夜逆転状態の方が、夕方から就労体験できる場

地域の様々な方が集える場になることを目指す

有償ボランティア

○市営住宅の清掃

○市営住宅の剪定作業



有償ボランティア

市営住宅清掃

市営住宅の清掃と草むしりを月1回手伝いに行っ

ています。住民の方と一緒に作業しています。

住民の方からいつも一生懸命やってくれてありが

とうと言われています。



有償ボランティア「市営住宅剪定作業」

市営住宅からの依頼で、ひと花

センターの利用者とサービスハ

ブの利用者が月に1回市営住宅

の剪定作業や草刈り作業を行な

っています。



中間的就労

（あいりん地域環境整備事業

での就労体験)

すぐに就職活動が難しい人向けに、自転車整

理やゴミの仕分け作業の短時間の就労体験を

行っています。



中間的就労イベント編

イベントでミックスジュースを

作って販売したり、

売店でフランクフルトを焼いて

販売したりしました。



中間的就労（ヨリドコキッチン弁当）
食費をおさえるための「自炊を

学ぶ」ことをテーマとし、簡単

な調理方法を学び、生活コスト

を抑えるきっかけづくりを目的

に月1回実施。

調理経験がある方や初めて料理

をする方など参加者の背景は様

々で、それぞれ役割分担を行い

、一緒に調理し、出来上がった

弁当は西成区役所へ販売、配達

。

自分たちで作り上げたものから

賃金を得るという就労体験。

→謝金とまかない弁当を渡して

います。





中間的就労（ヨリドコキッチン店舗 市営住宅２号館１階）

就労体験できる場所、地域の「ヨリドコロ」になる場所を目指して

市営住宅に住んでいる方へのお
弁当を配達したり、昼間は駄菓
子屋で子どもたちが集う場所、
夜は少しお酒を飲みながら、大
人たちが集う場所として展開を
構想中。

サービスハブの利用者は、昼夜
逆転状態の人も多く、日中のボ
ランティアに参加できない人た
ちが多いため、夕方から就労体
験できる場を提供。
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